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患者・家族等調査
の結果概要について

１ 調査期間

令和５年６月１５日～７月１４日

２ 調査方法

アンケート郵送回収による調査

調査票配布枚数 調査票回収数 有効回収率

７３０ ３０３ ４１．５％

がん診療連携拠点病院等(13)
県がん診療指定病院（14）
がん患者会(19) に調査依頼

1

資料１



2023/9/1

2

３ アンケート回答者内訳
〈属性別〉

〈年齢別〉
64.7%

12.5%

10.6%

14.5%

3.0%

0% 20% 40% 60% 80%

ご自身ががんの治療中である

ご自身ががんの治療を受けてい

たことがある

ご家族ががんの治療中である

ご家族ががんの治療を受けてい

たことがある

その他

30代，2.0%

40代
13.9%

50代
19.8%

60代
29.7%

70歳以上

34.3%

0.3%,無回答

30代 40代 50代
60代 70歳以上 無回答

４ アンケート結果
受けた医療への総合的評価

0点 １点 ２点 ３点
４点

５点

10.2% ６点

8.9%

７点

14.2%８点

26.7%

９点

10.9%

１０点

17.2%
無回答

（問19）総合的な評価結果（0-10点）

平均7.5点

75.2%

77.6%

0% 30% 60% 90%

これまでに受けた治療に

納得している人（問１３）

がんの診断から治療開始

までの状況を振り返って，

納得いく治療を選択する

ことができている人（問４）

※平均点は無回答を除く
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治療前の説明・見通し

64.4%

29.4%

41.3%

63.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

治療スケジュールの見通しに関する情報を十分得

ることができた人（問８）

最初のがん治療が開始される前に，医師から不妊

への影響について説明を受けた人（問５A）

がんの治療が始まる前に，担当医からセカンドオピ

ニオンについて説明があった人（問２）

治療を始める前の間に，病気のことや療養生活に

関して誰かに相談することができた人（問１）

医療者とのコミュニケーション

68.6%

76.2%

77.9%

67.3%

0% 30% 60% 90%

治療に関する情報について医療スタッフ間で十分

に情報が共有されていたと思う人（問12）

つらい症状には速やかに対応してくれたと思う人

（問11）

治療における希望が尊重されたと思う人（問10）

がん治療を進める上で，医療スタッフと十分な対

話ができたと思う人（問９）
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治療中のことについて

50.2%

41.3%

18.5%

0% 20% 40% 60%

将来の見通しや変化，医療及びケアにつ

いて，家族や近しい人，医療・ケアチーム

と話し合ったことがある人（問18）

がん治療による外見の変化（脱毛や皮膚

障害などを含む）に関する悩みを誰かに

相談できた人（問17）

緩和ケアを受けたことがある人（問15）

緩和ケアの開始時期
・がんと診断されたとき：33.9％
・がんの治療開始時：16.1％
・がん治療の途中：48.2％
・無回答：1.8％

就労のことについて

○これまでのがん治療・療養に伴う退職・休職・廃業・休業の有無と現在の仕事の状況について（問24）
項目 回答割合

退職等したことはない １８．８％

休職・休業はしたが，復職した ３０．３％

休職・休業後，復職していない １８．８％

退職・廃業したことはあるが，現在は，再就職・復業した ６．１％

退職・廃業し，再就職・復業の希望はあるが，現時点では無職 ６．７％

退職・廃業し，再就職・復業の希望はないため，現時点で無職 １３．３％

その他 ４．２％

無回答 １．８％

69.1%

93.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

がん治療中に，職場等から治療と仕事を両方続けられ

るような勤務上の配慮があったと思う人（問22）

がんと診断されたことを職場に話した人（問21）

（問20）診断時に就労していた，回答者54.5％が対象
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※がんの治療費用の負担が原因で，がんの治療を変更・断念したことがある人（問６）：4.0％

2.3%
49.2%

3.0%
0.3%
0.7%

5.0%
3.6%

34.0%
3.6%

9.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

わからない

上記のようなことはなかった

その他

家族の進学先変更（進学をやめた／転校した）

車，家，土地などを手放した，あるいは引っ越した

他人から金銭的援助を受けた（借金を含む）

家族が仕事を増やした，あるいは働くようになった

貯蓄していた預貯金を切り崩した

受診間隔延長，処方薬や治療法を安価なものに

日常生活における食費，衣料費を削った

（問７）
その他の自由回答
・仕事もしたいが年齢的になかなかなく，
体調もよくない。子ども達に迷惑をかけ
る。

・生活保護を受けるようになった。
・仕事を続けている。

経済的な負担の影響について

就学のことについて

がんと診断された時，就学していた，回答者2.3％が対象（問26）

14.3%
28.6%

14.3%
42.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%
無回答

上記のようなことはなかった

休学

転校

治療による在学する学校への対応（問28）

50.0%

100.0%

0% 50% 100%

家庭教師などにより学習した

病院内に設置された特別支援学級（病室への訪問を含

む）で授業を受けた

治療中に利用した学習環境等について（問29）※複数回答可

学校種別
・小学校：28.6％
・中学校：42.9％
・高等学校：14.3％
・無回答：14.3％
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相談支援制度や用語の認知度

45.9%

67.3%

27.7%

57.4%

0% 20% 40% 60% 80%

ゲノム情報を活用したがん治療について知ってい

る人（問37）

臨床試験とは何か知っている人（問36）

ピアサポートが何かを知っている人（問35）

がん相談支援センターを知っている人（問31）

知っている人のうち利用した：34.5％
利用して役に立ったと思う人
：90.0％ （問32，33）

知っている人のうち利用したことがない：65.5％（以下理由）
・必要性を感じなかった（相談したいことがなかった）：60.5％
・利用しづらい雰囲気だった：11.4％ 等 （問32，34）

家族や周囲，自分のこと

70.0%

32.7%

52.5%

23.4%

66.3%

0% 20% 40% 60% 80%

がんやがん治療に伴う痛みや身体の苦痛があると感じた

ことがある人（問42）

身体の苦痛や気持ちのつらさを和らげる支援は十分であ

ると感じている人（問41）

現在自分らしい日常生活を送れていると感じている人（問

40）

家族以外の周囲の人からがんに対する偏見を感じること

がある人（問39）

がんになったことで，家族や家族以外の周囲の人に負担

（迷惑）をかけていると感じたことがある人（問38）
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がんについて必要な情報とは（問44）

3.3%

26.7%

22.4%

22.8%

33.7%

42.6%

29.7%

44.6%

66.0%

33.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

その他

セカンドオピニオンの受け方

治験情報

がん体験者の会や患者会

相談窓口

がん診断時からの緩和ケア

在宅医療（通院治療を含む）

がん治療専門医療機関

がん治療の内容

がん検診の内容

7



余　　白



2023/9/2

1

医療従事者調査
の結果概要について

１ 調査期間

令和５年６月１５日～７月１４日

２ 調査方法

アンケート郵送回収による調査

調査票配布枚数 調査票回収数 有効回収率

７２４ ２９０ ４０．１％

がん診療連携拠点病院等(13)
県がん診療指定病院（14）
地域のがん診療協力医療機関(454) に調査依頼
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３ アンケート回答者内訳

〈職種別〉

26.6%

36.9%

7.9%

5.2%

6.2%

16.2%

1.0%
0% 10% 20% 30% 40%

医師・歯科医師

保健師・助産師・看護師・准看護師

薬剤師

診療放射線技師

メディカルソーシャルワーカー

その他医療従事者

無回答

鹿児島

36.2%

南薩

12.1%
川薩

9.0%出水7.2%

姶良･伊佐

10.3%

曽於，5.2%

肝属，12.4%

熊毛，2.4% 奄美

4.8%
無回答

0.3%

〈勤務地医療圏〉

４ アンケート結果
緩和ケアの説明

49.3%

67.6%

0% 20% 40% 60% 80%

がんと診断された時から緩和ケアにつ

いて説明が行えている（問５）

緩和ケアが必要な方に対して，緩和ケ

アが行えている（問６）
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治療前の患者との意向確認

53.8%

55.5%

33.4%

0% 20% 40% 60% 80%

がんの治療が始まるまでに，セカンドオピニオンを

受けられることについて，担当医から説明をしてい

る（問７）

がん治療を決めるまでの間に，患者さんに対し，治

療に関する情報を十分提供できている（問８）

がん治療の開始前に，40歳未満の患者やその家

族に対して，妊孕性への影響に関して担当医から

説明をしている（問９）

治療中における患者等との情報共有

45.2%

51.4%

54.8%

51.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

がん治療を進める上で，患者やその家族と十分

な対話ができた（問12）

患者に関して，治療に関係する医療スタッフ間で

十分に情報が共有され，連携できていると思う

（問13）
がん治療による外見の変化（脱毛や皮膚障害な

どを含む）に関しての説明や情報を十分提供で

きている（問15）

ＡＣＰ（アドバンス・ケア・プランニング）について，

取り組んでいる（問16）
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相談機関等の情報提供

43.4%

32.8%

0% 20% 40% 60%

患者やその家族に対し，がん相談支援

センターについて情報提供を行っている

（問18）

患者やその家族に対し，患者会やピア

サポートについて情報提供を行っている

（問19）

その他情報共有等

22.1%

14.5%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

全国がん登録について，職員に十分

周知されている（問20）

県等で実施しているがん患者を対象と

する助成事業について，対象者やそ

の家族へ積極的に情報提供を行って

いる（問21）
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「がん教育」の取り組み状況について

学校教育等における「がん教育」に取り組んだことがある，
回答者10.7％が対象（問23）

38.7%

29.0%

6.5%

6.5%

35.5%

19.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

小学校

中学校

高等学校

特別支援学校

大学（短期大学含む）

その他

がん教育を実施した学校等（問24）

その他
・看護学校 50％
・専門学校 50％

がんについて必要とされる情報（問26）

53.1%

87.9%

73.4%

75.9%

80.7%

74.8%

53.4%

36.9%

66.2%

1.4%
0% 20% 40% 60% 80% 100%

がん検診の内容

がん治療の内容

がん治療専門医療機関

在宅医療（通院治療を含む）

がん診断時からの緩和ケア

相談窓口

がん体験者の会や患者会

治験情報

セカンドオピニオンの受け方

その他
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